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（目的）調理の理論は学校教育・職業教育などのほか，書籍や料理記事を介して一般にも

伝達される．本研究ではこのような書籍による調理理論の啓蒙普及がどんな形で始まり，
どのように行われてきたか，その変遷をたどることを目的とした.

　（方法）明治初期より昭和期までの食物専門家による啓蒙書から，調理理論がどのように
解説されているかを調べ，出版時期や著者の視点による特徴の違いを比較検討した．

（結果）対象とした書籍のうち，特徴的ないくっかを以下に示す.
（1）r百科全書食物製方」（明治7年）:肉料理を中心にオーブンの説明に始まり，「な

ぜ」という根拠が数値を使って述べられている．調理理論より調理法の解説が主である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　=■-警-　=･　　㎜　■■㎜（2）r通俗料理化学J (明治36年) :調理理論に加えて食事計画の考え方が入り，料理を

取り巻く広い視野の中に，軍隊の給食体験に基づく理論と経験の関連が述べられている.

（3）r通俗食物講話」（大正４年）：食品学者による女学生への講義を基にした書籍で，

食品素材の解説の延長線上に，料理の原理と調理への科学的な視点が明確に現れている．
Ｊｋ　－＝　－･･
（4）r家庭経済食物の調理」（大正７年）:（3）と同
調理法別に和・洋・中華の料理，とくに家庭の調理を

時
科
期の書籍ながら食品別ではなく，
学的に行う方法を述べている．

（5）「飲食養新談」(昭和４年）：食物全般の知識を含む啓蒙書で，その中に広くかつ深
い料理への認識が示され．料理の研究法やその未来像にも言及した斬新な書籍である．

　以上，明治以降各時期に，「調理」における理論の位置付けが行われ，時代を超えてあ
るいは同時期にもさまざまな視点からの調理の理論化が試みられたことが認められた．
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　目的：駅売弁当が明治?,年にはじめて発売されてからno年が経ち、その利用も旅行中
の食事から楽しむものにと変化している。そこで、利用者の駅弁に対する意識を調査し、

過去の調査結果と比較し、今後の展望を推察したいと考えた。
　方法:1994年10月（平成Q年）､20才代女子大生500名を対象にアンケート調査を実施し
た。回収率は65%であった。この結果を1976年昭和i年）と1988年（昭和63年）の調査
結果と比較した。
結果：駅弁の喫食経験者は93.6%で大半が駅弁を食べているが、20年前の方が99.2%と

らに多かった｡喫食の目的はいずれの時も「旅行中の食事」ではあったが､今回は57.8%
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　■aa-　-｡-
さらに多かった。喫食の目的はい
W /●‾/″’‾’‾g/ゝ･r-＝r¬●-’¨　　＝　　　　－　　　‥に減り、以前ではわずかであった「デパートの催物にあった」というのが17.3%と増加が
目立った。また「有名だから食べてみた」というのが20年前では17.6%もあったが、今回
は7.6%と減少が大きかった。購入場所は「構内売店」が55.5%で、「ホームの立売利用」
はわずか6.4%になっていた｡20年前には「ホームの立売利用」は37.8%で、「構内売店」
利用の28.0%より多かった。駅弁の今後についての質問に対して､今回は１位特殊なもの
だけ残る44.4%、2位今のまま25.3%、3位発展する8.9%の順であったが、20年前
では１位発展する33.9%、2位なくなる26.5%、3位今のまま25.8%であった。国
鉄の民営化、列車の高速化などの社会の変化に伴い駅弁の利用においても意識が大きく変
化してきていることがわかった。今後は販売方法や利用目的にも今とはまったく違った方｡

法や目的が出現すると推察できる。
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